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地 方 議員 の 系列 化 過 程
新潟第3区 ・田中角栄越山会を中心に
星 ・ 明
は じ め に
この小論は,衆議院新潟第3区選出の保守系代議士によって,3区33市町村の市町村議員・
県会議員,首 長が どのように系列化されているか,そ して現在起 こっている新たな系列化過程
はどのようなものかをみた ものである。
衆知のように,新潟第3区 は田中角栄元首相の選挙区である。田中が,昭和60年2月27日・
病に倒れたことを直接の契機 として,3区 政界ではさまざまな動きがみ られる。たとえぼ,新
たに国会議員への立候補を目指す人の出現,現 自民党代議士3人 のポス ト田中の主導権争いの
激化,田 中後援会新潟県越山会の組織内部の歪みの顕在化,越 山会県会議員の大量落選(13人
中5人落選)等 々である。
昨年(昭 和61年)7月の衆参同日選挙から今年4月 の統一地方選挙まで,ま さに選挙の季節
であったが,こ こでは,こ れらの選挙から国会議員による地方議員の系列化に関するデータを
取 りあげた。経験的かっ具体的なデータの収集は,当 該地域での聴 き取 りおよび地元紙 「新潟
日報」(中 越版)で ある。
1新 潟第3区 政界の概要
昨年(昭 和61年)7月 の衆参 同 日選挙 において 自民党 は圧勝 した。新潟3区 において も自民
党は39.2%,田中角栄 の40.0%を合わせ る と79.2%0の得票率 が あ った。前回(昭 和58年)は 自
民党28.8%,田中角栄46.6%0で75.4%であった。 自民党は,現 在(昭 和62年8月),こ の定数5
人 の3区 に3人 の代議士 を もってい る。村 山達雄(宮 沢派),渡 辺秀央(中 曽根派),桜 井新
(安倍派)の3人 である。残 り2人 は田中角栄 と坂上富 男(社 会 党)で あ る。
また,今 回(昭 和62年4月)の 県議選で は,県 全体で 自民党の得票率 は50.°6/,前回(昭 和
58年)は54.0%0であ った。3.4%の低下 であ るが,全 国平均の44.7%0に比べ る と高い。3区 内に
おける7市5郡 の 自民党の得票率 は47.2%であった。 県議 の定員63人の うち,3区 の定員は18
人 であ る。 その党派別構成 は 自民党8人,社 会党5人,県 政会1人,無 所属4人 である。 さら
に,保 守系 代議士に よる系列 閥をみる と,田 中角栄 ・越 山会8人,渡 辺秀央 ・秀央会2人,村
山達雄 ・山紫会1人,桜 井新 ・一新会1人 である。3区 内の市議定数は186人であ り,そ の内
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自民党は13人(7.o/0),革新 社会 ・公 明 ・民社 ・共産49人(26.3%0),保守系無所属111
人(59.7%),革新系無所属13人(7.0%)である。 また,3区 内の33市町村 の首長は全員保守
系無所属で ある。
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また,市 町村議で279議席を有 し,これは3区 の37%を占めていることになる。さらに,市 町
村長は33人中22人を直系か系列下においている。
今回(昭 和62年4月)の3区 内の改選市町村議会は6市14町村であり,432の議席を目指 し
て468人が立候補 した。改選議会の越山会系の市町村議は,昭和62年4月3目現在,187人で
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あり,越山会は197人の候補を立てた。他の保守系派閥では,渡辺秀央 ・秀央会約70人,桜井
新 ・一・新会約70人,村山達雄 ・山紫会約50人である。越山会は,他 の派閥の3～4倍 の候補者
を立てることになる。これは全立候補者の4&3%にあたる。なかでも,田 中の出身地刈羽郡西
山町では定員20人に対 して19人,同郡高柳町でも定員14人に対 して13人を立てた。柏崎市,栃
尾市,湯 之谷村,入 広瀬村,川 口町,広神村でも越山会は立候補者の過半数を占めた。そ して,
越山会立候補者197人のうち,172人,87.3%を当選させた。昭和62年7月現在,3区33市町村
議会に占める越山会系議員はっぎの通 りである(第7表)。
上にみるように,田 中角栄元首相の今 日までの2年6ヵ 月にわたる不在にもかかわらず,越
山会は依然 として3区 の政界を支配 している。これは衆院5人 区ということを考えてみても,
その支配力の強大さがわか るであろう。
しか し,中央政界においては,昭和47年以来15年間にわたって自民党の最大派閥であった田
中派は,昭和62年7月4日をもって解体 した。当初81人で出発 し,昨年(昭 和61年7月)の衆
参同日選挙では自民党の派閥史上はじめて141人になった。この10数年にわたって派閥の総裁
候補をもたなかったことは,派 閥の本来的 目的か ら逸脱 している。 もちろん,二 階堂擁立劇や
創政会騒動は,派 内から総裁候補を出そうとする一っの動 きであった。田中病気不在は,組織
体 としての田中派の内部の緊張を高めた。その緊張の頂点が,昭 和62年7月4日の竹下派 「経
世会」の発足である。田中派はこの竹下派 と,これに反発する二階堂旧田中派会長系と,中立
を標ぼ うする小沢辰男(新潟第1区)旧 田中派事務総長を中心 とグループの三っに分裂 した。
因みに,それぞれの派閥の所属議数は竹下派が113人,二階堂系が15人,小沢グループが13人
である。そして,新潟県越山会は二階堂を支持 している。旧田中派議員では,新 潟第2区 の渡
辺紘三は流動的であるが,4区 の高鳥修は竹下派へ移動 した。
こういった中央政界の変動 と同時に,っ ぎにみるように第3区 の地方政治において もその地
位は揺 らぎっっある。
加茂市では,今年(昭 和62年)4月越山会系市長に代わ って村山達雄 ・山紫会系の太田大三




ポイン ト化し作成 した3区 における田中支配度である。






古志村,入 広瀬村,越 路町,川 口
町,湯 之谷村,柏 崎市,見 附市 と
続 く。この1群 と2群の首長は全










































100以上120未満,4群 は100未満,5群 は80未満 とな
っている。1群 は越山会支配度が最 も高いグループ。
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さて,3区 の保守系代議士は,田 中角栄(無 所属),村山達雄(自 民,宮 沢派),渡辺秀央
(自民,中 曽根派),桜井新(自 民,安 倍派)の4人 である。田中角栄は越山会,村 山達雄は
山紫会,渡 辺秀央は秀央会,桜 井新は一新会 という地元後援会をそれぞれもっている。
田中角栄 ・越山会は県議8人,村 山達雄 ・山紫会は1人,渡 辺秀央 ・秀央会は2人,桜 井
新 ・一新会は1人 を系列化 している。前回(昭 和48年4月)と比べて,田 中 ・越山会は5人減
少させ,桜 井 ・一新会は始めて系列県議をもったことになる。
第8表 新潟3区保守系代議士による県会議員の系列化
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[▲ 今井 良松(見 附)・1,92・
(注)▲ 印は現職であったことを示す。今井良松は現職時は越山会であった。
新潟 目報社,『 データ'87選挙』,昭和62年,P.7.
今回(昭 和62年4月)の県議選において,自 民党は公認 ・推薦の現有48議席 を36議席に減 ら
し(25%減),社会党は現有9議 席を18議席に倍増させた。公明党,民社党,共 産党はそれぞ
れ改選前,新 議席1で 変化がないし,また県政会 も2議席で変化がない。この状況のなかで,
田中角栄 ・越山会の13議席から8議席への激減(38.5%0減)は顕著である。5議 席の減少は加
茂市,三 条市,三 島郡,柏 崎市,南 魚沼郡である。
この越 山会の大量落選の要因は,越 山会にとって外部的要因と内部的要因に分けることがで
きる。まず,外 部的要因には,今 回の選挙で最大の争点 となった売上税問題 社会党の追いあ
げ,公 共投資の減少,若 手代議士の抬頭,定 数2の 減少等々があげ られる。っぎに,内部的要
因のなかの最たる支配的要因は田中角栄元首相の病気不在による,組織の凝集性の減少である。
越山会の人的運営,経済的運営がスムースに機能 していない。立候補予定者の選出時の トラブ
ル(南 魚沼郡),現 ・元越山会役員の同時立候補 と,除 名された元越山会立候補者に対する他














田 中 角 栄 系 179(45.0)一8
川 口町一1,長岡市 ・小出町 ・入広瀬村
各一2,堀之内町一3,広神村一3,湯ノ
谷村+4。長岡市8,堀之内町5,小出町4





































か し,小出町を除 く全首長が越山会系の北魚沼郡で町村議の議席を減 らしている。たとえば,
川口町では越山会幹部を含む現職3人 が落選して改選前に比べて1議席減っているし,広神村






成(定 数35)は,社会党9人,村 山達雄 ・山紫会,渡 辺秀央 ・秀央会各4人,桜 井新 ・一新会,
共産党各3人,公 明党2人,民 社党1人 である。
また,渡 辺秀央の伸長 している三区の北部の三条市,南 蒲原郡下田村,田上町 三島郡寺泊
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町で も越山会系議員の議席に占める割合は20%台になっている。










員の支持を得て,町議6期 社会党推薦の中条敏巳を破って,3選 を果たした(大 谷欣一9,797
票,中条敏巳7,607票)。
大谷欣一町長 自身は,越 山会に対しても一新会に対しても等距離というが,一新会は越山会
寄 りだ とみている。今回の町長選において,当 選を確実にさせたのは一新会であった。投票 日






う。そのぼあい,図 式化をしやす くするために,現実の争いを特化 して,越 山会,秀 央会,一
新会の三者で考えてみたい。'
3区北部を地盤とする秀央会は,北部では越山会 と対立 し,3区全域でポス ト田中の主導権
を目指 して一新会 と戦っている。また,3区 南部を地盤 とする一新会は南部では越山会と対立
し,3区全域でポス ト田中の主導権を目指 して秀央会 と戦っている。したがって,秀 央会は南
部の一新会の地盤では越山会 と協力 し,一新会 と敵対する(た とえば,県 議選南魚沼選挙区)。
逆に,一新会は北部の秀央会の地盤では越山会と協力し,秀央会と敵対する(た とえぼ,県 議
選見附選挙区)。秀央会と一新会とは互い にポス ト田中の主導権を狙 っているので協力す るこ
とはない。
っまり,越山会の支配に対 して秀央会と一新会 とが一致 してことにあたることはない。か っ
て,G.ジ ソメルは上位者Aの圧政に対する下位者B,Cの 対応の仕方にごっの型を示 した。






レムの子供たちの間にある嫉妬が下位者間に不統一をもたらしているという。 しか しなが ら越
山会支配に対 して秀央会 ・渡辺秀央(55)と一新会桜井新(57)の間にあるのは憎悪,嫉 妬よ
りも3区の新たな主導権 という具体的な資源をめ ぐる闘争である。
これ を図示するとっぎのようである。














現在,田 中病気不在の状況のなかで,越 山会との距離をどのようにとるかを最 も悩んでいる
のは各首長ではなかろうか。非越由会系の首長や越山会と自分 とを同一視している首長は問題
がない。 しかし,その他の首長は自らの選挙戦術上,あ るいは地位の維持存存のために代議士
派閥の系列に入 り,また代議士は自らの集票力と地域支配力の増強のために首長を系列化する。
この構図は県議や市町村議とまった く同じである。首長の多 くは,一挙に越山会を離れること
はなく,一旦中立を装い,他 の保守系代議士と等距離を強調する。そして,っ ぎには所属派閥
を決めることになる。あるいは もうその動きが出ているように,越 山会以外の派閥が首長候補
を立てる可能性 もある。
〔本研究は佛教大学学会昭和61年度特別研究助成による成果の一部である〕
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